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2日㈪、9日㈪、16日㈪、23日㈪
4月の
休園日

甲賀市内にすむ
絶滅が心配される動植物や
それらを育む大切な
自然についての連載です

ガマ合戦はいずこに？
ヒキガエル

　「ガマガエル」を知っていても、どんなカエルか思い浮かぶ人

は少ないようです。正確な名前は『ヒキガエル』で、茶色い大型（体

長15センチ前後になる）のカエルです。ジャンプせず、お腹を

引きずりそうに歩く姿はなかなかユーモラスです。また、天敵

から身を守るために、目の後ろ辺りから毒液を出しますが、こ

の毒成分を含む「がまの油」は、傷口に効く薬として昔から有

名です。さらには、春に小さな池に多くの親ガエルが集合し、騒々

しく交尾・産卵する様子は“ガマ合戦（蛙合戦）”と言われました。

　このように、人の生活に大変身近なカエルでしたが、滋賀県

の平野や丘陵地では、その姿は非常に少なくなり（滋賀県レッ

ドデータブックの“希少種”）、実際のガマガエルを知らない人

が増えました。甲賀市内でも、人里はなれた山奥の水たまりな

どに、ヒモ状の卵の塊が見られますが、ガマ合戦といえる程の

カエルはいない様です。土山の渓流にはナガレヒキガエルとい

う別の種類がすんでいます。
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ヒキガエル（甲賀市にはアズマヒキガエルと
　　　　　 ニホンヒキガエルの記録がある）

甲南町の休耕田で発
見されたヒキガエル
の卵（ヒモ状の寒天
質の袋に多数の卵が
入っている）
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甲賀市文化協会連合会文芸欄 今回は甲賀町文化協会から
お寄せいただきました。
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